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(54)【発明の名称】 電子内視鏡

(57)【要約】
【課題】  電気的な焦点可変機構を有する内視鏡と既存
のプロセッサとの組合せでも診断を可能にする電子内視
鏡を提供する。
【解決手段】  電子内視鏡１の挿入部２の先端部内に対
物光学系８とその焦点を変える液晶セル９とＣＣＤ１０
からなる撮像装置７が設けられ、コネクタ部５にはＣＣ
Ｄ駆動電源ケーブル１１ｂによるＣＣＤ駆動電源から液
晶セル９を駆動する液晶セル駆動信号を生成する液晶セ
ル駆動回路１３を内蔵することにより、既存のビデオプ
ロセッサ６Ａに接続した場合にも、そのＣＣＤ駆動電源
を利用して液晶セル９を駆動可能にして、使い勝手を向
上した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  外部から直流電源が供給される撮像手段
を挿入部の先端側に有すると共に、前記撮像手段を構成
する対物光学系の焦点を変えるための焦点可変機構とし
ての液晶セルを備えた電子内視鏡において、
前記直流電源から前記液晶セルを駆動する液晶セル駆動
回路を前記電子内視鏡内に設けたことを特徴とする電子
内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶セルにより対物
光学系の焦点を可変する焦点可変機構を備えた電子内視
鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡の対物光学系には、従来より広い
視野範囲と深い観察深度及び十分な明るさが求められて
きた。しかしながら、外形と全長の制約が大きく全てを
満たすことは非常に難しかった。
【０００３】例えば、焦点可変方式の対物光学系を用い
れば深い観察深度を実現できるが、レンズ可変機構等が
必要なため外形や全長が大型化してしまうことがあっ
た。焦点可変機構を液晶で実現すれば電源のＯＮ／ＯＦ
Ｆで焦点が切り替わるので、対物光学系の大型化は避け
られる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、電気的
に動作させる必要があるため、特許２８４３５８７号の
ように既存のプロセッサ以外にそれ専用の別体の駆動装
置が必要になっていた。そのため、液晶レンズを使用し
ているような焦点可変内視鏡には、既存のプロセッサに
専用の駆動装置を付加したり、駆動装置が内蔵された新
規のプロセッサが必要になってしまい、内視鏡システム
としては複雑で使い勝手の悪いものとなってしまう虞が
あった。
【０００５】（発明の目的）本発明は上記事情に鑑みて
なされたものであって、電気的な焦点可変機構を有する
電子内視鏡と既存のプロセッサとの組合せでも診断を可
能にする電子内視鏡を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明では、外部から直
流電源が供給される撮像手段を挿入部の先端側に有する
と共に、前記撮像手段を構成する対物光学系の焦点を変
えるための焦点可変機構としての液晶セルを備えた電子
内視鏡において、前記直流電源から前記液晶セルを駆動
する液晶セル駆動回路を前記電子内視鏡内に設けたこと
により、撮像手段を駆動する直流電源等を供給する既存
のプロセッサからの供給信号の数（コネクタのピン数）
を同じにしたまま、例えばＣＣＤ駆動電源やズーム駆動
電源を利用して電子内視鏡内で液晶セル駆動電源を生成
でき、焦点可変機構を動作させることができるようにし
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ている。
【０００７】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）図１ないし図９は本発明の第１の
実施の形態に係り、図１は第１の実施の形態の電子内視
鏡と既存のビデオプロセッサを接続した場合の構成を示
し、図２は挿入部先端に配置された撮像装置の構成を示
し、図３は液晶セル駆動回路の回路構成を示し、図４は
液晶セルの概観を示し、図５は液晶セルの断面構造を示
し、図６は液晶セルとＣＣＤの位置関係を正面図で示
し、図７は電子内視鏡と第２のビデオプロセッサを接続
した時の構成を示し、図７は観察深度の説明図を示し、
図８は液晶セル駆動波形の説明図を示し、図９は電子内
視鏡と第２のビデオプロセッサを接続した場合の構成を
示し、図１０は変形例における撮像装置の断面図を示
す。まず、本実施の形態の構成と作用を説明する。
【０００８】図１に示すように本発明の第１の実施の形
態の電子内視鏡（以下、ビデオスコープと記す）は細長
の挿入部２と、この挿入部２の後端に設けられた操作部
３と、この操作部から延出されたユニバーサルコード４
と、このユニバーサルコード４の端部に設けられたコネ
クタ部５とから構成されている。
【０００９】このコネクタ部５はビデオスコープ１の外
部接続装置としての既存のビデオプロセッサ（又はカメ
ラコントロールユニット）６Ａに着脱自在で接続され
る。
【００１０】挿入部２内には図示しないライトガイドが
挿通され、このライトガイドはさらにユニバーサルコー
ド４内を挿通され、その端部は図示しない光源装置に着
脱自在で接続される。そして、光源装置から供給される
照明光をライトガイドにより伝送し、挿入部２の先端部
に取り付けられた先端面から（伝送した照明光を）出射
し患部等の被写体を照明する。挿入部２の先端部には図
２に示す構造の撮像装置７が配置され、照明された被写
体を撮像する。
【００１１】この撮像装置７は対物光学系８（図２のレ
ンズ８ａ～８ｇ、光学レンズ２５を代表）とこの対物光
学系８中に配置され、焦点可変機構を構成する液晶セル
９と、結像位置に配置された固体撮像素子としての例え
ば電荷結合素子（ＣＣＤと略記）１０とを備えている。
【００１２】挿入部２内には液晶セル９及びＣＣＤ１０
に一端が接続される複数の信号ケーブル１１ａ～１１ｄ
を一括してまとめた複合ケーブル１２が挿通され、これ
ら信号ケーブル１１ａ～１１ｄの他端はコネクタ部５の
接点ピン或いはコネクタ部５内に設けた液晶セル駆動回
路１３を介して接点ピンに接続されている。コネクタ部
５の接点ピンはビデオプロセッサ６Ａ側の（コネクタ受
けを構成する）接点ピンに着脱自在で接続される。
【００１３】ビデオプロセッサ６ＡにはＣＣＤ１０を駆
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動するＣＣＤ駆動信号を発生するＣＣＤ駆動回路１４
と、ＣＣＤ１０で光電変換されたＣＣＤ出力信号に対す
る画像処理（映像信号生成処理）を行う画像処理回路１
５とが内蔵され、ＣＣＤ駆動回路１４で生成されたＣＣ
Ｄ駆動信号を例えば信号ケーブル１１ａ，１１ｂを介し
てＣＣＤ１０に印加する。
【００１４】ＣＣＤ駆動信号は水平、垂直駆動信号やＣ
ＣＤ駆動電源（ＶDD）などからなり、図１では例えば信
号ケーブル１１ａで水平、垂直駆動信号を伝送し、信号
ケーブル（ＣＣＤ駆動電源ケーブルともいう）１１ｂは
ＣＣＤ駆動電源を伝送する。また、本実施の形態では、
コネクタ部５に設けた液晶セル駆動回路１３には信号ケ
ーブル１１ｂによりＣＣＤ駆動電源が供給され、このＣ
ＣＤ駆動電源により液晶セル駆動回路１３は液晶セル９
を駆動する液晶セル駆動信号（液晶セル駆動電源）を生
成し、この液晶セル駆動信号を信号ケーブル（液晶セル
駆動ケーブルともいう）１１ｃにより伝送し、液晶セル
９に印加できるようにしている。
【００１５】また、ビデオプロセッサ６ＡのＣＣＤ駆動
回路１４から供給されるＣＣＤ駆動信号の印加により、
ＣＣＤ１０で光電変換されたＣＣＤ出力信号（Ｖｏｕ
ｔ）は信号ケーブル（ＣＣＤ出力ケーブルともいう）１
１ｄにより伝送され、コネクタ部５を経てビデオプロセ
ッサ６Ａ内の画像処理回路１５に入力される。画像処理
回路１５で処理された画像信号（映像信号）は画像信号
ケーブル１６から図示しないモニタ等に出力される。
【００１６】なお、ビデオプロセッサ６Ａには電源ケー
ブル１７が延出され、その端部のプラグを商用電源のコ
ンセントに接続することにより、ビデオプロセッサ６Ａ
内の図示しない電源回路を介してＣＣＤ駆動回路１４及
び画像処理回路１５にその動作に必要な直流電源が供給
される。
【００１７】本実施の形態における撮像装置７に用いら
れる液晶セル９は交流の電圧値（液晶セル駆動信号）に
より配向状態が変わり、屈折率が変化するような電子部
品である。ただし、電圧値０Ｖの場合の配向状態に対し
て、電圧値３０Ｖを印加することによりその配向状態が
完全に切り替わるような液晶の場合、その中間では屈折
率が可変となるが、３０Ｖを超える電圧では３０Ｖを印
加した場合の屈折率と同じである。
【００１８】液晶セル９へ液晶セル駆動信号を与えるこ
とにより液晶セル９自身の屈折率を変化させることがで
きるので、これに応じて対物光学系８の焦点距離を可変
とすることができ、焦点可変機構を形成している。
【００１９】上記のように液晶セル駆動回路１３はコネ
クタ部５内に配置され、ＣＣＤ駆動電源を利用して液晶
セル駆動信号を生成する。液晶セル９は操作部３に設置
された液晶セル駆動ＳＷ１８のＯＮ／ＯＦＦによって切
り替える事ができる。また、上記のようにＣＣＤ駆動信
号、ＣＣＤビデオ出力信号及びその他のＣＣＤ駆動信号
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を含むＣＣＤケーブル（１１ａ、１１ｂ、１１ｄ）と液
晶セル駆動ケーブル１１ｃは、挿入部２～コネクタ部５
の間において複合ケーブル１２として一括してまとめら
れている。
【００２０】図３を用いて、液晶セル駆動回路１３の構
成について説明する。液晶セル駆動信号は交流信号であ
るのに対して信号ケーブル１１ｂにより供給されるＣＣ
Ｄ駆動電源は直流であるため、まず、ＤＣ－ＤＣコンバ
ータ等から構成される液晶セル駆動電圧生成回路３７で
直流から交流へ変換する。
【００２１】続いて液晶セル駆動波形形成回路３８にお
いて液晶セルの駆動条件に合わせた駆動波形を生成す
る。このように生成された駆動信号を液晶セル駆動ＳＷ
１８からの情報に基づいて焦点位置切換回路３９で切り
換えながら液晶セル駆動の信号ケーブル１１ｃを経て液
晶セル９へ伝送する。
【００２２】なお、ビデオスコープ１が後述する第２の
ビデオプロセッサ６Ｂに接続された場合には、焦点位置
切換回路３９には第２のビデオプロセッサ６Ｂから焦点
位置制御信号が印加される。
【００２３】また、本実施の形態では液晶セル駆動回路
１３はＣＣＤ駆動電源を利用しているが、他のＣＣＤ駆
動信号（水平駆動信号や垂直駆動信号）を利用するよう
にしても一向に構わない。
【００２４】続いて、図２を参照して撮像装置７の構成
について説明する。図２に示す撮像装置７はレンズ枠２
１ａ、２１ｂに取り付けられた対物光学系８を構成する
レンズ８ａ～８ｇと、その途中に介挿された液晶セル９
と、レンズ枠２１ｂに固定されたＣＣＤ保持枠２２に取
り付けられたＣＣＤ１０と、このＣＣＤ１０の裏面側に
設けられ、ＩＣチップ２３等を実装した電子回路基板２
４とを備え、液晶セル９、ＣＣＤ１０、電子回路基板２
４は複合ケーブル１２と接続されている。
【００２５】複合ケーブル１２はＶDD単純線の信号ケー
ブル１１ｂ、Ｖｏｕｔの同軸ケーブル１１ｄ、２本の単
純線である液晶セル駆動の信号ケーブル１１ｃ等を一括
してまとめている。液晶セル駆動の信号ケーブル１１ｃ
は単純線を２本使わないで、１本の同軸ケーブルの内部
導体と外部導体を使用しても構わない。
【００２６】ＣＣＤ１０はＣＣＤチップ１０ａと、その
受光面にＵＶ接着剤で貼られたＣＣＤカバーガラス１０
ｂと、受光面と同一面で図面下端に一列に設けられた電
極に例えばバンプボンディングされたＴＡＢテープ１０
ｃとから構成されている。バンプボンディング部、及び
ＣＣＤチップ１０ａとＣＣＤカバーガラス１０ｂの接続
部は封止剤で全周覆われている。
【００２７】また、ＴＡＢテープ１０ｃはＣＣＤチップ
１０ａ下端にしっかり接着固定され、そのまままっすぐ
に後方に延出されている。電子回路基板２４はＬ字状に
形成されたセラミック基板でＩＣチップ２３をフリップ
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チップ実装するとともに、ケーブル接続ランドやＴＡＢ
テープ１０ｃ接続ランドも設けられている。
【００２８】図示のようにＣＣＤチップ１０ａ背面に電
子回路基板２４を配置した後、両者を接着固定し、ＴＡ
Ｂテープ１０ｃと電子回路基板２４を半田等で電気的・
機械的に接続する。ＣＣＤ１０のＣＣＤカバーガラス１
０ｂは芯出しして光学フィルタ等の光学レンズ２５を貼
り付け、ＣＣＤ保持枠２２にフレア絞り２６を落とし込
んだ後に光学レンズ２５等を組み付けている。
【００２９】複合ケーブル１２の液晶セル駆動ケーブル
１１ｃを除いた全ケーブルを電子回路基板２４に半田付
けした後、シールド枠２７をＣＣＤ保持枠２２に嵌合固
定するとともにシールド枠２７内に封止樹脂２８を充填
する。シールド枠２７はその後端の一部に液晶セル駆動
ケーブル１１ｃを逃がすための切り欠きを設けて製作さ
れている。この液晶セル駆動ケーブル１１ｃは液晶セル
９のフレキシブル回路基板（ＦＰＣ）２９の後端に接続
されている。
【００３０】レンズ枠２１ａ、２１ｂには、液晶セル
９、対物レンズ８ａ～８ｇ、レンズ間隔環３１ａ～３１
ｃ、絶縁枠３２、明るさ絞り板３３、フレア防止板３４
ａ、３４ｂを挿入し、対物レンズ８ａ前端面及び対物レ
ンズ８ｇ後端面外周を全周接着固定している。
【００３１】レンズ枠２１ｂ、レンズ間隔環３１ａは液
晶セル９のＦＰＣ２９を避けるように円形から一部切り
欠かれて製作されている。明るさ絞り板３３は液晶セル
９の外形に合わせた上でさらにＦＰＣ２９を避けるよう
に加工されている。同様に対物レンズ８ｃ、８ｄも円形
から一部カットされ、ＦＰＣ２９を避けるようにＤ形に
製作されている。
【００３２】これらレンズ枠２１ｂ、レンズ間隔環３１
ａ、明るさ絞り板３３、対物レンズ８ｃ、８ｄは、その
切り欠き部分をＦＰＣ２９の位置に合わせるように組み
付けられている。ＦＰＣ２９とレンズ枠２１ｂの切り欠
き部分の間等には接着剤３５が充填され、ＦＰＣ２９を
しっかり固定している。絶縁枠３２はセラミクス等の絶
縁材料で製作されている。
【００３３】レンズ枠２１ａ、２１ｂにレンズ８ａ～８
ｇを取り付けて構成した対物レンズ側とＣＣＤ保持枠２
２にＣＣＤチップ１０ａ等を取り付けて構成されるＣＣ
Ｄ側でピントが出された状態でレンズ枠２１ａ、２１ｂ
とＣＣＤ保持枠２２との両者を固定する。レンズ枠２１
ａとＦＰＣ２９の間に接着剤３５も充填しておく。対物
レンズ側とＣＣＤ側の位置が決まったところでＦＰＣ２
９と液晶セル駆動ケーブル１１ｃを半田付けし、電気的
・機械的に接続する。その後全体を熱収縮チューブ３６
で覆い、その中に封止樹脂２８を充填した上で収縮固定
させる。
【００３４】液晶セル９については、図４～図５を用い
て説明する。液晶セル９は両凹レンズ４１と、その両面
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に設けたガラス板４２、４３と、両凹レンズ４１の両凹
面部分と、その両面に設けたガラス板４２、４３との間
に設けた２つの液晶４４及びＦＰＣ２９とから構成され
ている。両凹レンズ４１～ガラス板４３は外形形状は同
一で、円形から上下の一部をカットした形状である。両
凹レンズ４１の両面中心部には凹面が形成され、それ以
外の平面部には全面クロムメッキ等の黒処理４６が施さ
れている。
【００３５】また、両凹レンズ４１の両面の全面にわた
って順に透明電極４７ａ、配向膜４８が形成され、一方
のカット部（図面上側）側面に一部透明電極４７ａから
引き出された折り返し電極４７ｂを形成している。ガラ
ス板４２、４３の片面にも同様に配向膜４８、透明電極
４７ａ、折り返し電極４７ｂが形成されている。
【００３６】両凹レンズ４１～ガラス板４３の配向膜４
８等が形成された面同士を合わせて３枚のレンズを外形
合わせで接着固定する。折り返し電極４７ｂが形成され
たカット面にＦＰＣ２９が異方性導電樹脂等で接着固定
されるが、２本の導体パターン４４はそれぞれガラス板
４２、４３の折り返し電極４７ｂと、両凹レンズ４１の
折り返し電極４７ｂに電気的に接続される。
【００３７】このように接続することにより、２箇所に
設けられた液晶４４に同時に電圧をかけることができ
る。なお、ＦＰＣ２９の基材４５はポリイミド等で製作
され、光学的に支障のないように黒色とする。ＦＰＣ２
９先端がガラス板４２前面より少し出っ張るように配置
され、この出っ張り部分は接着剤４９ａで補強固定す
る。
【００３８】また、ガラス板４３とＦＰＣ２９の接続部
も同様に接着剤４９ｂで補強固定する。さらに両凹レン
ズ４１～ガラス板４３のカット面とＦＰＣ２９側端部も
接着剤５０ａでしっかり補強固定する。ＦＰＣ２９はガ
ラス板４３の近くで適当なＲをつけて上側へ約６０°の
角度で折り曲げ成形される。
【００３９】この状態で両凹レンズ４１～ガラス板４３
の他方のカット面側から両凹レンズ４１の凹部に液晶４
４を充填する。充填後はその入り口を封止剤５０ｂで埋
める。なお、液晶４４の材質と充填量、両凹レンズ４１
の曲率や深さ、与える電圧値等により、液晶セル９の屈
折率や切換え速度等は大きく異なる。
【００４０】ここで液晶セル９とＣＣＤ１０の位置関係
について図６を用いて説明する。ＣＣＤ１０は下側にＴ
ＡＢテープ１０ｃが配置されており、パッケージ全体と
して水平方向のサイズＨｐｋｇよりも垂直方向のサイズ
Ｖｐｋｇの方が大きく縦長に製作されている（Ｈｐｋｇ
＜Ｖｐｋｇ）。また、そのイメージエリアは水平方向の
サイズＨｉｍａｇｅが垂直方向のサイズＶｉｍａｇｅよ
り大きく横長に形成されている（Ｈｉｍａｇｅ＞Ｖｉｍ
ａｇｅ）。
【００４１】液晶セル９はそのカット面がＣＣＤ１０の
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7
イメージエリアの上下側、つまり観察画像の狭角側に配
置されている。また、ＦＰＣ２９はＣＣＤ１０の上側、
つまりＣＣＤ１０の短辺側に位置するように配置されて
いる。この方向はまた、ＴＡＢテープ１０ｃと反対の位
置でもある。
【００４２】また、図７を用いてピントの設定方法につ
いて説明する。既存の固定焦点のビデオスコープの観察
深度は図８（Ａ）のように、例えば５ｍｍ～１００ｍｍ
等のように設定されている。本実施の形態のような液晶
セル９を使った焦点可変機構のビデオスコープ１では、
図８（Ｂ）のように、液晶セル９を駆動動作により固定
焦点と同等の観察深度（＝ノーマル）に加えて、より近
接観察ができる近点寄りの観察深度（＝マクロ）を設定
できる。この時、ノーマルとマクロで視野角は変化しな
い。
【００４３】本実施の形態においては、ノーマルで液晶
セル９をＯＮ（＝３０Ｖ）、マクロで液晶セル９をＯＦ
Ｆ（＝０Ｖ）に設定している。まず液晶セル９をＯＮ状
態でノーマルでの狙いの観察深度（５ｍｍ～１００ｍ
ｍ）が得られるように調整し、液晶セル９をＯＦＦ状態
としマクロの観察深度（２～６ｍｍ）を確認する。
【００４４】ここで、液晶セル９の製造上のばらつきに
よりマクロで一定の性能が出ないことが予測されるが、
以下の調整により品質の安定した確保が可能である。マ
クロで近接に寄り過ぎるような時には液晶セル９を０Ｖ
としないで、例えば４Ｖ等に設定すれば良い。また、マ
クロとノーマルの観察深度をもっとオーバラップさせた
ければ、マクロでの液晶セル９の電圧を上げ、例えば８
Ｖ等に設定すると良い。
【００４５】これとは逆に、まず液晶セル９をＯＦＦ状
態でマクロの設定をし、ＯＮ状態の電圧値を３０Ｖ以下
に調整することによりノーマルを設定することも可能で
ある。なお、液晶４４の特性やこれを収容するレンズの
凹凸・曲率により、与える電圧値と屈折率、つまり焦点
距離の関係は異なるので、上記とは反対にノーマルで電
圧値０Ｖ、マクロで電圧値３０Ｖというような設定をす
ることも可能である。これらの調整は液晶セル９を含む
ビデオスコープ１の個体差に応じて、図１の液晶セル駆
動回路１３内において調整しておけば良い。
【００４６】上記調整に関連して図３と図８を用いて説
明する。特に調整の必要がない単純にＯＮ／ＯＦＦの切
換えであれば、例えば、直流１５ＶのＣＣＤ駆動電源に
より交流３０Ｖの液晶セル駆動信号を図３の液晶セル駆
動電圧生成回路３７で生成すれば良い。
【００４７】この時、図８（Ａ）のような駆動波形とな
り、図３の液晶セル駆動波形形成回路３８はスルーして
焦点位置切換回路３９でＯＮ／ＯＦＦを切換える。しか
しながら、一気に大きな電圧差（３０Ｖ→０Ｖ）で切換
えようとしたり、液晶４４の充填量が多かったりする
と、液晶４４の配向状態がスムーズに変化しなかった
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り、切換え速度が遅くなったりすることがあるので、図
３の焦点位置切換回路３９により図８（Ｂ）のような駆
動波形で３０Ｖからある一定時間（例えば０．５秒程
度）をかけて徐々に０Ｖに切換えるという方法もある。
【００４８】こうすれば配向状態の自然な切換わりと切
換え速度の向上が期待できる。また、前述した通り４Ｖ
又は８Ｖ→３０Ｖというような切換えの時には、図８
（Ｃ）のような駆動波形となる。図３の液晶セル駆動波
形形成回路３８で低電圧（４又は８Ｖ）と高電圧（３０
Ｖ）を生成し、焦点位置切換回路３９で両者を切換えれ
ば良い。
【００４９】ビデオスコープ１を第２のビデオプロセッ
サ６Ｂに接続した時の構成を図９で説明する。第２のビ
デオプロセッサ６Ｂはビデオプロセッサ６Ａに対してオ
ートフォーカス（ＡＦ）機能が付加されている。
【００５０】第２のビデオプロセッサ６ＢはＣＣＤ１０
のＣＣＤビデオ出力信号を画像処理回路１５に読み込
み、この画像処理回路１５で処理された信号を焦点位置
判別回路５１で受け取り、この焦点位置判別回路５１で
コントラストや明るさ等の情報から画像のボケ量を判断
し、焦点位置をノーマルにするかマクロにするかについ
て信号ケーブル（焦点位置制御ケーブル）５２により焦
点位置制御信号を液晶セル駆動回路１３に送る。
【００５１】図３で示すように液晶セル駆動スイッチ
（ＳＷ）１８と焦点位置制御信号はともに焦点位置切換
回路３９へ信号を送っており、どちらも同じように作用
するが、ここでは手動の液晶セル駆動ＳＷ１８の信号を
焦点位置制御信号からの信号に優先して作用するように
している。なお、焦点位置は２焦点のみならず、その中
間に適宜複数箇所設定しても構わない。すなわち、対物
光学系８により３焦点、４焦点のような設定も可能であ
る。
【００５２】また、液晶セル駆動ＳＷ１８からのスイッ
チ信号ケーブル５３によるスイッチ信号、及び焦点位置
判別回路５１からのＡＦ信号ケーブル５４によるＡＦ信
号は第２のビデオプロセッサ６Ｂ内の画像処理回路１５
へも送られるので、画像処理回路１５から出力される画
像信号等を含め内視鏡システムとして様々な点において
液晶セル駆動ＳＷ１８の操作との連動が可能となる。
【００５３】例えば、マクロ観察時には、（１）電子ズ
ームをかける、（２）電子マスク形状を変化させる、
（３）ＡＧＣのゲインレベルを高く設定する、（４）光
源ランプの駆動電圧・電流を大きくする、（５）撮像期
間（あるいは露光時間・蓄積時間）を短くする、（６）
ＣＣＤの感度を高くする。あるいは、（７）ノーマル／
マクロを画像表示したり、（８）（７）におけるそれぞ
れの最近接観察時の最高倍率を表示したりしても良い。
【００５４】なお、ビデオスコープ１のコネクタ部５に
は焦点位置制御信号を伝送する信号ケーブル５２、スイ
ッチ信号を伝送するスイッチ信号ケーブル５３の電気接
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9
点ピンを設けてあるが、図１のようにビデオプロセッサ
６Ａとビデオスコープ１を接続した状態ではその接点ピ
ンは浮いた状態となる。接点ピンは既存の電気接点部内
に設けても良いし、コネクタ部５の近傍に別に設けても
構わない。
【００５５】ビデオスコープ１はビデオプロセッサ６Ａ
との接続では液晶セル駆動ＳＷ１８によるマニュアルフ
ォーカス（ＭＦ）のみ、第２のビデオプロセッサ６Ｂと
の接続ではＡＦとＭＦによる観察が可能となる。すなわ
ち、術者にとっては、前者は図７（Ｂ）のような２焦点
切換えスコープであり、後者は図７（Ｃ）のように広い
観察範囲（２ｍｍ～１００ｍｍ）のオートフォーカスス
コープとなる。
【００５６】本実施の形態における撮像装置７の変形例
の撮像装置１４１を図１０を参照して説明する。この変
形例の撮像装置１４１は小型のＣＣＤ１４２に対して液
晶セル１４３が相対的に大きい場合である。
【００５７】この撮像装置１４１はレンズ枠１４４ａ、
１４４ｂに取り付けられた対物レンズ８ａ，８ｂ，８
ｃ，８ｅ、８ｆと、対物レンズ８ｂと８ｃとの間に介挿
された液晶セル１４３と、レンズ枠１４４ｂに嵌合して
固定されたＣＣＤ保持枠１４５に取り付けられたＣＣＤ
１４２と、このＣＣＤ１４２の背面側に電子部品が実装
されたＴＡＢテープ１４６等を備えている。
【００５８】ＣＣＤ１４２を構成するＣＣＤチップ１４
２ａはその受光面がＣＣＤカバーガラス１４２ｂで覆わ
れている。液晶セル１４３は両凹レンズ１４７とその両
面に設けられたガラス板１４８、１４９と両凹面レンズ
１４７の両凹面に設けられた液晶１５０と、この液晶１
５０と接続されたＦＰＣ１５１とからなる。
【００５９】この液晶セル１４３の構成はほぼ液晶セル
９と同様であるが、両凹レンズ１４７はＦＰＣ１５１が
接続される部分のみカットされたＤ型に加工されてお
り、ＦＰＣ１５１はガラス板１４８の前面から突出しな
いように接続され、かつ、ＦＰＣ１５１は折り曲げない
ままで実装されている。
【００６０】レンズ枠１４４ｂはＦＰＣ１５１の部分を
避けるように切り欠かれている。ＴＡＢテープ１４６等
に接続される複合ケーブル１５２には液晶セル駆動ケー
ブル１５３も一括して組み込まれており、内部導体１５
３ａはガラス板１４８、１４９と、外部導体１５３ｃは
両凹レンズ１４７と接続されるＦＰＣ１５１の電極に接
続される。なお、１５３ｂと１５３ｄは絶縁体である。
【００６１】まず、複合ケーブル１５２のＣＣＤケーブ
ルはＣＣＤ１４２に接続し、ＣＣＤ１４２の周りに封止
剤１５４を充填した状態で熱収縮チューブ１５５を締め
つける。ピント出し作業終了後に、ＦＰＣ１５１を熱収
縮チューブ１５５外周部までまっすぐ延出させ、この状
態で液晶セル駆動ケーブル１５３をＦＰＣ１５１に接続
する。最後に、接続部周辺を含めた熱収縮チューブ１５
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５の外周部に封止剤１５６を充填し、熱収縮チューブ１
５７を締めて完成させる。
【００６２】本実施の形態の効果について説明する。
【００６３】液晶セル９を有するビデオスコープ１はそ
のコネクタ部５内に液晶セル駆動回路１３を内蔵してお
り、その液晶セル駆動回路１３はＣＣＤ駆動電源を利用
しているため、液晶セル９を駆動させるための別体の駆
動装置を必要とすることなく使用できる。
【００６４】そのため、新規の第２のビデオプロセッサ
６Ｂはもちろんのこと、既存のビデオプロセッサ６Ａに
も別体の駆動装置を付加することなく液晶セル９を有効
に作用させることができるため、（新たな付加的なアダ
プタ等を必要とすることなく、つまり）システムを複雑
化させないで内視鏡診断或いは内視鏡検査に使用でき、
使い勝手が良い。
【００６５】さらに、第２のビデオプロセッサ６Ｂを選
べばＡＦや画像処理等の付加的な機能も使用することが
できるという効果もある。また、液晶セル駆動回路１３
はコネクタ部５内に納まる程度の小型に作成できるた
め、既存のビデオスコープ６Ａに対して取り扱い上の不
具合もない。
【００６６】液晶セル駆動回路１３はビデオスコープ１
に内蔵されているため、液晶セル９の性能のばらつきに
応じて液晶セル駆動回路１３を調整することにより、ビ
デオスコープ１として安定した性能を発揮することがで
きる。ＣＣＤ駆動電源、ＣＣＤビデオ出力信号、液晶セ
ル駆動電源及びその他のＣＣＤ駆動ケーブルを複合ケー
ブル１２で一括してまとめたため、組立作業性が向上す
るとともに、断線等に対する機械的信頼性が向上する。
【００６７】液晶セル９は液晶セル駆動ＳＷ１８で簡単
に切換え操作ができるので観察時にブレたりせず観察が
容易である。また、既存のスコープの観察深度に加えて
マクロ観察も可能となるので、被写体に近接するだけで
従来よりも簡単に拡大観察ができ、詳細な診断が可能と
なる。ＡＦを使えば従来スコープと全く同じ操作でより
近接して観察できるため、被写体までの距離を気にせず
に観察を行うことができるという優れた効果を有する。
【００６８】液晶セル９は電気的な切換えであり機械的
に移動する部分がないため、撮像装置７の構成が単純で
あるばかりでなく、非常に小型に組立てることができ
る。そのため、ビデオスコープ１の挿入部２外径等は既
存のビデオスコープ６Ａと全く同サイズに製作すること
が可能となる。
【００６９】ところで、内視鏡においては多くの内蔵物
を効率よく配置することが要求されるため、通常ＣＣＤ
１０はある方向のサイズを押さえるべく製作されてい
る。例えば、図示しない鉗子挿通チャンネルは挿入部２
断面に占める割合が大きく、このサイズとＣＣＤ１０の
短辺で挿入部２外径が決定することが多い。そのためＣ
ＣＤ１０の短辺（例えば水平方向）の寸法はどうしても
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押さえたいので、本実施の形態ではＦＰＣ２９をＣＣＤ
１０の上側（短辺方向）に配置した。こうすることによ
り液晶セル９を実装しても、挿入部２の外径は大きくせ
ずに済む。
【００７０】また、ＣＣＤ１０のＴＡＢテープ１０ｃは
下側に配置されているのに対してＦＰＣ２９を上側に配
置した。つまり、ＴＡＢテープ１０ｃとＦＰＣ２９を別
辺に設けることにより、復合ケーブル１２の接続作業が
容易になるとともに、ショート等の心配もなくなる。
【００７１】ＣＣＤ１０のイメージエリアは横長に設け
られており、液晶セル９の一対のカット部をこのイメー
ジエリアの上下辺側に設けるようにした。つまり、狭画
角側にカット部を設けるようにしたので、両凹レンズ４
１～ガラス板４３とＦＰＣ２９を接続する平面部を大き
く取れるため、電気的・機械的な信頼性が向上する。絶
縁枠３２により液晶セル９とレンズ枠２１ａつまり装着
部との絶縁が確保されるので、高周波装置等を使用した
としても誤作動等の虞はないし、静電気に対しても十分
な耐性を確保することができる。
【００７２】図１０において、ＦＰＣ１５１を折り曲げ
ないで配置したので、液晶セル１４３の剥がれ防止にな
り、耐性が向上する。また、２重に熱収縮チューブ１５
５、１５７を使用したことにより複合ケーブル１５２の
接続作業が容易となる。
【００７３】（第２実施の形態）図１１～図１４を用い
て本発明の第２の実施の形態を説明するが、第１の実施
の形態と共通する構成については同じ図番を付して、そ
の説明は省略する。図１１は第２の実施の形態のビデオ
スコープとビデオプロセッサ及びズーム駆動装置を接続
した時の構成を示し、図１２は観察深度の説明図を示
し、図１３は液晶セルの外観図及び正面図を示し、図１
４は変形例の液晶セルの断面図、正面図、及び、実装状
態の断面図を示す。
【００７４】本実施の形態の構成・作用についてまず、
図１１を参照して説明する。本実施の形態ではビデオス
コープ６１はビデオプロセッサ６Ａ（又は６Ｂ）及びズ
ーム制御装置６２と接続される。
【００７５】本実施の形態のビデオスコープ６１は挿入
部２の先端部に設けた撮像装置６３として光軸方向に可
動される可動レンズ６４を備えた対物光学系８と、液晶
セル６５と、ＣＣＤ１０とを有する。つまり、第１の実
施の形態と同様に液晶セル６５による焦点可変機構を備
え、かつ、可動レンズ６４を可動レンズ駆動モータ６６
によって対物光学系８の光軸方向に沿って前後に移動さ
せる構成を採用してズーム機構を備えている。
【００７６】また、本実施の形態ではビデオプロセッサ
６Ａ（６Ｂ）とは別体のズーム制御装置６２をビデオス
コープ６１を接続することにより、可動レンズ駆動モー
タ６６にはモータ駆動電源が信号ケーブル６７により与
えられる。操作部３にはさらにズームＳＷ６８が設けら
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れ、このズームＳＷ６８を切換えることにより信号ケー
ブル６９によりスイッチ信号がズーム制御装置６２に送
られ、モータ駆動電源が可動レンズ駆動モータ６６に与
えられて可動レンズ６４を移動させることができ、ズー
ム機構を使用できる。
【００７７】また、コネクタ部５には液晶セル駆動回路
７０が備えられているが、これは第１の実施の形態の図
３で説明した液晶セル駆動回路１３とほぼ同じ構成で、
信号ケーブル１１ｂによるＣＣＤ駆動電源が供給される
代わりに、信号ケーブル６７によりモータ駆動電源に供
給されることに置き換わっている点のみ異なる。
【００７８】すなわち、本実施の形態においてはズーム
制御装置６２からの直流電源を液晶セル駆動用の交流電
源に利用している。第１の実施の形態と同様に液晶セル
駆動ＳＷ１８を操作することにより液晶セル６５を動作
させることができ、焦点可変機構を使用できる。
【００７９】ＣＣＤ駆動ケーブル１１ａ、ＣＣＤ駆動電
源のケーブル１１ｂ、ＣＣＤビデオ出力信号ケーブル１
１ｄ等のＣＣＤケーブルとは別に、液晶セル駆動ケーブ
ル１１ｃとモータ駆動ケーブル６７とが複合ケーブル７
１として一括してまとめられている。なお、ビデオプロ
セッサ６Ａ内に破線で示された焦点位置判別回路５１を
設け、ケーブル５２で焦点位置制御信号を液晶セル駆動
回路７０に出力することにより第２のビデオプロセッサ
６Ｂと同じくＡＦが可能な構成となる。（ただし、ズー
ム機構はマニュアル操作。）ビデオスコープ６１の観察
深度設定について、図１２で説明する。従来の２点切換
えのズームスコープでは、図１２（Ａ）のようにＴｅｌ
ｅで２～３ｍｍ／視野角６０°、Ｗｉｄｅで８ｍｍ～１
００ｍｍ／視野角１４０°のような設定となっていた。
そのため、通常観察（Ｗｉｄｅ）でやや近点が足りな
く、拡大観察（Ｔｅｌｅ）では観察深度が極端に狭く視
野角も狭いため被写体を捉えにくくなり易いという欠点
を有していた。
【００８０】本実施の形態では液晶セル６５で焦点可変
を実現できるため、図１１（Ｂ）のようにＷｉｄｅ時の
観察深度を従来のＷｉｄｅ時の深度範囲Ａに加え、近点
側の観察深度Ｂ（４ｍｍ～９ｍｍ）にも切換える事が可
能である。ＡＦを使用すればＷｉｄｅ時全体として４ｍ
ｍ～１００ｍｍという広い観察範囲をカバーできるよう
になる。
【００８１】Ｔｅｌｅ時にも上記同様に、図１２（Ｃ）
のように従来のＴｅｌｅ時の観察深度Ｄに加え、観察範
囲Ｃ（２．５ｍｍ～５ｍｍ）にも切換える事が可能であ
る。ＡＦを使用すれば、２～５ｍｍというＴｅｌｅ時に
おいては従来例に比較して飛躍的に広い観察深度を得る
ことができる。また、４ｍｍ～５ｍｍにおいてはＷｉｄ
ｅとＴｅｌｅの観察範囲がオーバーラップするので、こ
の距離で観察する時には６０°／１４０°の視野角の切
換えが可能となる。
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【００８２】次に図１３を参照して液晶セル６５の構成
について説明する。ガラス板４２、４３は第１の実施の
形態と同じ外形であるが、両凹レンズ７２は円形の一部
のみ切り欠いたＤ型の外形である。折り返し電極７３～
７５は図示の通り、切り欠き部から円外周部の一部にか
けて形成されている。ＦＰＣ７８は基材８１がコの字型
に形成され、この基材８１にはＬ字状の２つの導体パタ
ーン７９、８０が形成され、一方の導電パターン７９は
折り返し電極７３、７４へ、他方の導体パターン８０は
折り返し電極７５へ異方性導電接着剤等で接続される。
【００８３】図１３（Ｂ）のように、折り返し電極７３
～７５の円外周部を利用して導体パターン７９、８０と
半田７６、７７による半田付け固定すれば、ＦＰＣ７８
の接続強度はより強固なものとなる。したがって、液晶
セル駆動ケーブル１１ｃを導体パターン７９、８０に半
田付け後にＦＰＣ７８を曲げて固定しても剥離するよう
なことはない。
【００８４】図１４（Ａ）、（Ｂ）で変形例の液晶セル
８３の構成について説明する。この液晶セル８３は両凹
レンズ８４の両側にガラス板８５、８６が設けてあり、
両凹レンズ８３の両凹部とガラス板８５、８６との間に
液晶４４が設けてある。ガラス板８５，８６はいずれも
ガラス板４２、４３のように円形から対向する２箇所を
カットした外形形状であるが、一方はカット量が小さく
なっている。
【００８５】カット量の小さい側面に折り返し電極を設
け、この電極を図面において両凹レンズ８４では上側
に、ガラス板８５、８６では下側に配置して３枚を貼り
合わせ、液晶４４を充填した。両凹レンズ８４にはＦＰ
Ｃ８７をガラス板８５、８６にはＦＰＣ８８を接続し、
接続部は接着剤８９、９０等で補強した。ここで、ガラ
ス板８５はガラス板８６より厚めに形成することによ
り、ＦＰＣ８８の先端がガラス板８５前面から突出しな
いように配置している。
【００８６】この液晶セル８３を対物レンズ枠に組み込
む時の構成を、図１４（Ｃ）を参照して説明する。ＦＰ
Ｃ８７、８８はその付け根から接続面に対してほぼ９０
°折り曲げた形状に成形し固定する。
【００８７】液晶セル８３の前後に液晶セル８３よりも
外径の大きなガラス板９１、９２を配置し、レンズ枠９
３に組み込む。レンズ枠９３は液晶セル８３を組み入れ
る際にＦＰＣ８７、８８が邪魔にならないように、それ
に対応する箇所を切り欠いている。また、ガラス板９
１、９２で挟まれた箇所は接着剤９４、９５が充填され
ており、ＦＰＣ８７、８８が剥がれにくい構造となって
いる。
【００８８】次に、本実施の形態の効果について説明す
る。
【００８９】ズーム制御装置６２を使用するビデオスコ
ープ６１に液晶セル６５を組み込んでいるが、液晶セル
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６５をズーム制御装置６２からのモータ駆動電源を利用
して駆動しているので別体の駆動装置が必要ない。その
ため、既存のビデオプロセッサ６Ａとズーム制御装置６
２の組合せだけで液晶セル６５を有効に作用させること
ができ、システムを複雑化させることがない。
【００９０】さらに焦点位置判別回路５１と、それによ
る焦点位置制御信号の信号ケーブル５２等を付加した新
規の第２のビデオプロセッサ６Ｂを使用すれば、ＡＦを
使用することができ、従来のズームスコープに比較して
格段に容易に拡大観察ができるばかりでなく、通常観察
時の操作性も向上するという効果がある。また、液晶セ
ル６５においてはＦＰＣ７８が剥がれにくい構造である
ため、組立性・耐久性の向上が期待できる。
【００９１】液晶セル８３においてはＦＰＣ８７、８８
がガラス板８５前面から突出していないので、組立性が
向上するとともに、剥がれ等が防止できる。ＦＰＣ８
７、８８の配線を上下に振り分けたので円形からのカッ
ト部を小さくできるため、円周部を大きくとれる。
【００９２】そのため、レンズ枠に組み込んだ時の芯ズ
レを小さく押さえることができる。両凹レンズ８４とガ
ラス板８５、８６に段差があるためにＦＰＣ８７、８８
がしっかり接続できる。レンズ枠９３へ組み込む際にガ
ラス板９１、９２が大きいためＦＰＣ８７、８８がしっ
かり固定される。
【００９３】なお、両凹レンズ８４～ガラス板８６のカ
ット量を上下同じに形成すれば、同じ外径サイズでも液
晶充填部を大きく取れる。液晶充填部が同じであっても
液晶４４の封止部を大きくとれ耐性が向上するという効
果も期待できる。
【００９４】（第３の実施の形態）図１５及び図１６を
用いて本発明の第３の実施の形態を説明するが、第１、
２の実施の形態と共通する構成については同じ図番を付
け、その説明は省略する。図１５は第３の実施の形態の
ビデオスコープとビデオプロセッサ及びズーム駆動装置
を接続した時の構成を示し、図１６は操作スイッチの説
明図を示す。
【００９５】本実施の形態の構成及び作用について、ま
ず図１５を参照して説明する。本実施の形態のビデオス
コープ９６はビデオプロセッサ９７とズーム制御装置６
２とに接続される。このビデオスコープ９６は第２の実
施の形態のビデオスコープ６１において、ビデオスコー
プ９６のコネクタ部５にはさらにＩＤ出力回路９８が設
けられ、また、ビデオプロセッサ９７はデオプロセッサ
６ＡにおいてさらにＩＤ処理回路９９が加えられてい
る。
【００９６】ＩＤ出力回路９８はＣＣＤ駆動電源ケーブ
ル１１ｂを利用して駆動する回路であり、操作部３に設
けられた総合ＳＷ１００によるスイッチ信号ケーブル５
３、６９からビデオスコープ固有の情報を作成する。Ｉ
Ｄ出力回路９８で作成された情報はケーブル１０１によ
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りＩＤ出力信号としてＩＤ処理回路９９へ送信され、Ｉ
Ｄに応じた処理がされた後、画像処理回路１５に送られ
て表示に関する処理がされる。ＣＣＤ駆動電源、ＣＣＤ
ビデオ出力信号を含むＣＣＤケーブル（１１ａ、１１
ｂ、１１ｄ）と液晶セル駆動電源ケーブル１１ｃ、モー
タ駆動電源ケーブル６７は複合ケーブル１０２として一
括してまとめられている。
【００９７】総合スイッチ１００の構成については図１
６で説明する。総合スイッチ１００はレバーの切換えＳ
Ｗ１０３とボタンの駆動ＳＷ１０４とから構成されてい
る。切換えＳＷ１０３を上に固定した状態で駆動ＳＷ１
０４を押すと液晶セル６５を動作させることができ、焦
点切換えができる。切換えＳＷ１０３を下に固定した状
態で駆動ＳＷ１０４を押すと可動レンズ駆動モータ６６
を駆動させることができ、ズーム切換えができる。な
お、ズーム制御装置６２にはズーム制御を行うフットス
イッチ１０５が接続されている。
【００９８】ＩＤ出力回路９８には第２の実施の形態の
図１２中のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄそれぞれの観察深度での最近
接時の観察倍率が記憶されている。総合ＳＷ１００の操
作に応じてその観察倍率が呼び出され、ＩＤ処理回路９
９へ送信される。ＩＤ処理回路９９内で出画画面サイズ
や電子ズームの倍率等と合わせて総合的な観察倍率を計
算し、画像処理回路１５を介してその倍率をモニタ上に
表示する。
【００９９】ＩＤ出力回路９９には観察倍率の他にビデ
オスコープ固有の撮像素子の種類やケーブルの長さ等の
様々な情報が記憶されていたり、総使用時間や滅菌回路
等の新たな情報が使用する毎に書き込まれたりしてい
る。
【０１００】なお、液晶セル６５に与える電圧値により
最大観察倍率は変更可能であるため、外部からこの観察
倍率をプリセットするように構成することもできる。ビ
デオプロセッサ９７のフロントパネル等からスイッチ操
作し、ＩＤ処理回路９９から逆にＩＤ出力回路９８へ信
号を送り前記Ｂ、Ｄの観察倍率の設定を変更する。設定
に応じた液晶セル駆動波形を生成するようにＩＤ出力回
路９８から液晶セル駆動回路７０に信号を送ることによ
り、総合ＳＷ１００の操作により新しい観察倍率での観
察が可能となる。
【０１０１】もちろん、ビデオプロセッサ９７からでな
くビデオスコープ９６から直接ＩＤ出力回路９８または
液晶セル駆動回路７０に作用するスイッチを設けて、プ
リセット操作ができるようにすることも可能である。当
然、本実施の形態で示したこれらの機能は第１の実施の
形態のようなズーム機構のない構成の時にも適用は可能
である。
【０１０２】効果について説明する。主な効果は第２の
実施の形態と同様である。ＩＤ機能を利用して術者の好
みの最高倍率で観察ができるので、操作牲が向上する。
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【０１０３】２つの操作を総合ＳＷ１００一つでできる
ため、操作が簡単で、省スペース化となる。両者を同時
に操作することはないので、操作上の不具合は全くな
い。複合ケーブル１０２として全てのケーブルをまとめ
たので、組立作業性が向上する。
【０１０４】（第４の実施の形態）図１７～図２２を用
いて第４の実施の形態を説明するが、第１～３の実施の
形態と共通する構成については同じ図番を付け、その説
明は省略する。図１７は本発明の第４の実施の形態のビ
デオスコープとビデオプロセッサを接続した時の構成を
示し、図１８は液晶セル駆動回路の構成を示し、図１９
は撮像装置の構造等を断面図で示し、図２０は変形例の
液晶セルの断面図、図２１はさらに他の変形例の液晶セ
ルを構成する両凹レンズの外観を示し、図２２は液晶セ
ル駆動ケーブルの接続方法の説明図を示す。まず、構成
・作用を説明する。
【０１０５】図１７に示すように本実施の形態のビデオ
スコープ１０６は挿入部２の先端部には、撮像装置１０
７を構成する対物光学系８、液晶セル１０８、ＣＣＤ１
０９と共に、液晶セル駆動回路１１０も備えて構成さ
れ、液晶セル駆動回路１１０から挿入部２～コネクタ部
５を通してＣＣＤ駆動電源ケーブル１１ｂ、ＣＣＤビデ
オ出力信号ケーブル１１ｄ等のＣＣＤケーブルが延出さ
れている。
【０１０６】液晶セル駆動回路１１０ではＣＣＤ駆動電
源を利用して液晶セル駆動電源を生成し、液晶セル駆動
ケーブル１１ｃにより液晶セル１０８に供給している。
なお、液晶セル駆動回路１１０はＣＣＤ１０９用のＨＩ
Ｃ基板の一部として回路が設けられている。
【０１０７】液晶セル駆動回路１１０については図１７
を用いて説明する。ＣＣＤ駆動電源ケーブル１１ｂによ
るＣＣＤ駆動電源は液晶セル駆動電圧生成回路１１２に
入力され、そのままＣＣＤ１０９へ供給されるととも
に、交流電源である液晶セル駆動電源に加工されケーブ
ル１１ｃにより焦点位置切換回路１１３へ送られる。
【０１０８】焦点位置切換回路１１３は焦点位置判別回
路１１４からの信号によりＯＮ／ＯＦＦが切換えられ
る。焦点位置判別回路１１４ではＣＣＤ１０９からのＣ
ＣＤビデオ出力信号ケーブル１１ｄのＣＣＤビデオ出力
信号により、焦点位置がマクロ範囲にあるのかノーマル
範囲にあるのかを判別する。
【０１０９】そして、現在のノーマル／マクロの状態と
焦点位置が一致しない時に焦点位置切換回路１１３へ信
号を送り、信号が送られた時に限り焦点位置切換回路１
１３は切換わるように設定されている。ＣＣＤ１０９か
らのＣＣＤビデオ出力信号は液晶セル駆動回路１１０内
で分岐され、焦点位置判別回路１１４以外にそのままビ
デオプロセッサ６の画像処理回路１５内へも伝送され
る。
【０１１０】次に図１９（Ａ）等を参照して撮像装置１
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０７の構成を説明する。この撮像装置１０７はレンズ枠
１１６ａ、１１６ｂに取り付けられた対物レンズ８ａ，
８ｂ，８ｅ，８ｆと、対物レンズ８ｂ及び対物レンズ８
ｅの間に介挿された液晶セル１０８と、レンズ枠１１６
ｂに嵌合して固定されたＣＣＤ保持枠１１７に取り付け
られたＣＣＤ１０９と、このＣＣＤ１０９の背面側に設
けられた液晶セル駆動回路１１０等を備えている。
【０１１１】液晶セル１０８は接続ピン１１８を介して
液晶セル駆動ケーブル１１９の先端側と接続され、この
液晶セル駆動ケーブル１１９の後端側はＴＡＢテープ１
２０に半田付けされて接続されている。このＴＡＢテー
プ１２０にはチップコンデンサやチップ抵抗等の電子部
品１２１とＩＣチップ１２２が実装されており、ＣＣＤ
１０９の駆動及び出力の他に、液晶セル１０８の駆動及
び制御を行う液晶セル駆動回路１１０が構成されてい
る。このＴＡＢテープ１２０にはＣＣＤケーブル１２３
が接続されている。
【０１１２】また、ＣＣＤ１０９はＣＣＤチップ１０９
ａがＣＣＤカバーガラス１０９ｂで覆われている。図１
９（Ａ）のＡ－Ａ断面を示す図１９（Ｂ）のようにＣＣ
Ｄ保持枠１１７は一辺（図面上部）の左右のコーナが切
り欠かれている。ＣＣＤ１０９を構成するＣＣＤチップ
１０９ａの電極側の辺（図面上側）は図１９（Ａ）のＢ
－Ｂ断面を示す図１９（Ｃ）のようにＴＡＢテープ１２
０の幅に合わせて一回り狭く形成されている。
【０１１３】図１９（Ａ）に示すレンズ枠１１６ｂは絶
縁材で加工されており、液晶セル１０８の電極部に対応
した貫通孔が設けられている。貫通孔には接続ピン１１
８をそれぞれ設け、半田付けで液晶セル１０８と接続固
定されている。接続ピン１１８と液晶セル駆動ケーブル
１１９が半田付けで接続され、液晶セル駆動ケーブル１
１９はＣＣＤ保持枠１１７の切り欠き部とＣＣＤチップ
１０９ａの幅の狭い部分に沿って配置され、液晶セル駆
動ケーブル１１９の他方は液晶セル駆動回路１１０に備
えられている電極部に半田付けで接続される。なお、液
晶セル駆動ケーブル１１９の外側はシールド枠１２４で
覆われ、さらにその外側は熱収縮チューブ３６で覆われ
ている。
【０１１４】図２０に変形例の液晶セル１２６を示す。
液晶セル保持枠１２７はセラミクス製で内面及び両端面
に金属蒸着を施している。液晶セル保持枠１２８、１２
９も材質は同じで内面と一端面に金属蒸着を施してい
る。両凹レンズ１３０及びガラス板１３１、１３２はい
ずれも液晶充填部と電気的に接続された電極を外周部全
面に備えている。
【０１１５】図１９（Ａ）に示した液晶セル１０８を構
成するレンズは、図２１に示す両凹レンズ１３３のよう
な構成としても良い。すなわち、両凹レンズ１３３の外
周部に複数箇所カット部を設け、その部分に電極１３４
を形成した構成である。
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【０１１６】液晶セル駆動ケーブル１１９の接続に関し
ては、図２２（Ａ）のようにシールド枠１３５の外に接
続基板１３６を設けて、液晶セル駆動ケーブル１１９と
液晶セル駆動ケーブル１３７を接続基板１３６を介して
接続するようにしても良い。図１９に示したのと同様に
液晶セル駆動ケーブル１３７はＴＡＢテープ１２０に接
続される。また、図２２（Ｂ）のように絶縁処理された
表面上に配線が印刷されたシールド枠１３８を用いて、
これに直接液晶セル駆動ケーブル１１９と液晶セル駆動
ケーブル１３７を接続しても構わない。
【０１１７】本実施の形態の効果を説明する。ビデオプ
ロセッサ６Ａが全く既存のものであってもＡＦが可能と
なり、術者の思いのままに観察をすることができる。先
端部に液晶セル駆動回路１１０を備えたので、既存のビ
デオスコープと全く同じＣＣＤケーブル１２３を使用す
ることができ、挿入部２を全く同径に製作することがで
きる。
【０１１８】ＣＣＤ保持枠１１７、ＣＣＤ１０９に適切
な切り欠き部を設けたので、液晶セル１０８用に液晶セ
ル駆動ケーブル１１９を備えたにも関わらず撮像装置１
０７が大型化しない。液晶セル１０８及び液晶セル１２
６にはレンズ自体に電極を設けているだけなので、単体
での取り扱いや組立てが容易である。
【０１１９】図２１のように複数箇所に電極１３４を設
けたので、接続ピン１１８との半田付けに不具合があっ
たとしても手直しが可能となる。もちろん第１、第２の
実施の形態の液晶セルのようにＦＰＣが組み付けられた
構成であれば、ＦＰＣの組み付けの際の手直しも可能で
ある。なお、上述した各実施の形態等を部分的等で組み
合わせて構成される実施の形態等も本発明に属する。
【０１２０】［付記］０．外部から直流電源が供給され
る撮像手段を挿入部の先端側に有すると共に、前記撮像
手段を構成する対物光学系の焦点を変えるための焦点可
変機構としての液晶セルを備えた電子内視鏡において、
前記直流電源から前記液晶セルを駆動する液晶セル駆動
回路を前記電子内視鏡内に設けたことを特徴とする電子
内視鏡。
【０１２１】０′．内視鏡の挿入部の先端側に設けられ
た対物光学系内にこの対物光学系の焦点を変えるための
焦点可変機構としての液晶セルを備えた内視鏡装置にお
いて、内視鏡の外部からこの内視鏡内に供給される直流
電源を前記液晶セルの駆動電源としての交流電源に変換
する液晶セル駆動回路を前記内視鏡内に設けたことを特
徴とする内視鏡装置。
１．対物光学系内に焦点可変機構として液晶セルを備え
た電子内視鏡において、外部から供給される直流電源か
ら液晶セル駆動電源たる交流電源を生成する液晶セル駆
動回路を備えたことを特徴とする電子内視鏡。
【０１２２】２．対物光学系内に焦点可変機構として液
晶セルを備えた電子内視鏡において、ＣＣＤ駆動電源か
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ら液晶セル駆動電源を生成する液晶セル駆動回路を備え
たことを特徴とする電子内視鏡。
３．可動レンズを有する対物光学系内に可動レンズを電
気的に駆動させる可動用電子部品と焦点可変機構として
液晶セルを備えた電子内視鏡において、ＣＣＤ駆動電源
または可動用電子部品駆動電源から液晶セル駆動電源を
生成する液晶セル駆動回路を備えたことを特徴とする電
子内視鏡。
【０１２３】４．付記１～３において、電子内視鏡に設
けられたスイッチにより液晶セル駆動回路を制御したこ
とを特徴とする。
５．付記１～３において、ＣＣＤビデオ出力により液晶
セル駆動回路を制御したことを特徴とする。
６．付記５において、液晶セル駆動回路を制御するため
の入力端子をコネクタ部に備えたことを特徴とする。
【０１２４】７．付記１～３において、電子内視鏡挿入
部先端部内に設けられたＣＣＤ駆動用のＨＩＣ基板上に
液晶セル駆動回路を備えたことを特徴とする。
８．付記１～３において、液晶セル駆動回路をコネクタ
部に備えたことを特徴とする。
９．付記１～３において、液晶セルに与える交流電源を
生成する駆動電圧生成回路と、液晶セルに与える電圧値
を形成する駆動波形形成回路と、液晶セルの状態を切換
える焦点位置切換回路とから構成される液晶セル駆動回
路を備えたことを特徴とする。
１０．付記９において、電圧値を２値としたことを特徴
とする。
【０１２５】１１．対物光学系内に焦点可変機構として
液晶セルを備えた電子内視鏡において、液晶セル駆動電
圧を設定・記憶させる調整回路を備えたことを特徴とす
る電子内視鏡。
１２ａ．対物光学系内に焦点可変機構として液晶セルを
備えた電子内視鏡において、外部から供給される直流電
源から液晶セル駆動電源たる交流電源を生成する液晶セ
ル駆動回路を備え、さらに前記液晶セル駆動回路内に液
晶セル駆動電圧を設定・記憶させる調整回路を備えたこ
とを特徴とする電子内視鏡。
【０１２６】１２ｂ．対物光学系内に焦点可変機構とし
て液晶セルを備えた電子内視鏡において、ＣＣＤ駆動電
源から液晶セル駆動電源を生成する液晶セル駆動回路を
備え、さらに前記液晶セル駆動回路内に液晶セル駆動電
圧を設定・記憶させる調整回路を備えたことを特徴とす
る電子内視鏡。
１２ｃ．可動レンズを有する対物光学系内に可動レンズ
を電気的に駆動させる可動用電子部品と焦点可変機構と
して液晶セルを備えた電子内視鏡において、ＣＣＤ駆動
電源または可動用電子部品駆動電源から液晶セル駆動電
源を生成する液晶セル駆動回路を備え、さらに前記液晶
セル駆動回路内に液晶セル駆動電圧を設定・記憶させる
調整回路を備えたことを特徴とする電子内視鏡。
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１３．付記１２ａ～１２ｃにおいて、電子内視鏡内に設
けられたＩＤ出力回路に上記電圧値を記憶したことを特
徴とする。
【０１２７】（付記１１～１３の背景）
（従来技術）液晶セルのレンズ形状・面間・充填された
液晶の配向状態等により、同じ電圧を与えたとしても光
学性能にばらつきが生じ、最大観察倍率がスコープによ
り異なってしまうという虞があった。
（目的）液晶セルのばらつきを吸収し、安定した品質を
得ることを目的として、付記１１～１３の構成にした。
【０１２８】１４．対物光学系内に焦点可変機構として
液晶セルを備えた電子内視鏡において、液晶セル駆動ケ
ーブルとその他のケーブルとを一本の複合ケーブルとし
てまとめたことを特徴とする電子内視鏡。
１５ａ．対物光学系内に焦点可変機構として液晶セルを
備えた電子内視鏡において、外部から供給される直流電
源から液晶セル駆動電源たる交流電源を生成する液晶セ
ル駆動回路を備え、液晶セル駆動ケーブルとＣＣＤ駆動
ケーブルを一本の複合ケーブルとしてまとめたことを特
徴とする電子内視鏡。
【０１２９】１５ｂ．対物光学系内に焦点可変機構とし
て液晶セルを備えた電子内視鏡において、ＣＣＤ駆動電
源から液晶セル駆動電源を生成する液晶セル駆動回路を
備え、液晶セル駆動ケーブルとＣＣＤ駆動ケーブルを一
本の複合ケーブルとしてまとめたことを特徴とする電子
内視鏡。
１５ｃ．可動レンズを有する対物光学系内に可動レンズ
を電気的に駆動させる可動用電子部品と焦点可変機構と
して液晶セルを備えた電子内視鏡において、ＣＣＤ駆動
電源または可動用電子部品駆動電源から液晶セル駆動電
源を生成する液晶セル駆動回路を備え、液晶セル駆動ケ
ーブルとＣＣＤ駆動ケーブルを一本の複合ケーブルとし
てまとめたことを特徴とする電子内視鏡。
１６．付記１４～１５ｃにおいて、液晶セル駆動ケーブ
ルとＣＣＤ駆動ケーブルと可動電子部品駆動ケーブルを
一本の複合ケーブルとしてまとめたことを特徴とする。
【０１３０】（付記１４～１６の背景）
（従来技術）液晶セル駆動用のケーブルとＣＣＤ駆動
用、あるいは、ズーム駆動用のケーブルは別体で設けら
れていたため、組立難いことがあった。
（目的）組立性向上を目的として、付記１４～１６の構
成にした。
【０１３１】１７．複数の光学レンズ部材と液晶材料と
配線部材とから構成される液晶セルと撮像素子を有する
撮像装置において、撮像素子の短辺位置に液晶セルの配
線材料を配置したことを特徴とする撮像装置。
１８．付記１７において、上記配線材料はＦＰＣである
ことを特徴とする。
１９．付記１７において、上記配線材料はケーブルであ
ることを特徴とする。
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【０１３２】（付記１７～１９の背景）
（従来技術）液晶セルを構成するＦＰＣの引き出し位置
について考慮されていなかった。
（目的）撮像装置の小型化と組立性向上を目的として、
付記１７～１９の構成にした。
【０１３３】２０．対物光学系内に焦点可変機構として
液晶セルを備えた電子内視鏡とこれと接続され各種制御
を行うビデオプロセッサと光源とから構成される電子内
視鏡システムにおいて、液晶セルの駆動切換え信号に連
動してシステムの設定が切換わるようにしたことを特徴
とする電子内視鏡システム。
２１．付記２１において、上記システムの設定が電子ズ
ームであることを特徴とする。
【０１３４】２２．付記２１において、上記システムの
設定が電子マスク形状であることを特徴とする。
２３．付記２１において、上記システムの設定がＡＧＣ
のゲインレベルであることを特徴とする。
２４．付記２１において、上記システムの設定が光源ラ
ンプの駆動電圧・電流であることを特徴とする。
【０１３５】２５．付記２１において、上記システムの
設定が撮像期間（あるいは露光時間・蓄積時間）である
ことを特徴とする。
２６．付記２１において、上記システムの設定がＣＣＤ
の感度であることを特徴とする。
２７．付記２１において、上記システムの設定が焦点位
置を表わす文字あるいは記号等の画像表示であることを
特徴とする。
２８．付記２１において、上記システムの設定がその焦
点位置での最近接観察時の最高倍率の画像表示であるこ
とを特徴とする。
【０１３６】（付記２０～２８の背景）
（従来技術）液晶セルの動作により光学系が変化するの
みで、その他の最適な設定は術者が適宜調整しなければ
ならなかった。
（目的）操作性、観察性を向上させることを目的とし
て、付記２０～２８の構成にした。
【０１３７】２９．複数の光学レンズ部材と液晶材料と
配線部材とから構成される液晶セルと撮像素子チップと
ＴＡＢテープとから構成される撮像素子を有する撮像装
置において、撮像素子のＴＡＢテープの配置された辺と
は異なる辺に液晶セルの配線材料を配置したことを特徴
とする撮像装置。
３０．付記２９において、上記配線材料はＦＰＣである
ことを特徴とする。
３１．付記２９において、上記配線材料はケーブルであ
ることを特徴とする。
【０１３８】（付記２９～３１の背景）
（従来技術）液晶セルを構成するＦＰＣがＣＣＤ側面を
通るため、その分だけ従来の撮像装置よりも外形が大型
化してしまい、ビデオスコープとしての挿入部外径が大*
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*型化してしまう事があった。
（目的）挿入部外径の細径化を目的として、付記２９～
３１の構成にした。
【０１３９】３２．複数の光学レンズ部材と液晶材料と
配線部材とから構成され、光学レンズ部材は円形から一
部カット部分を備えてなる液晶セルと撮像素子とを有す
る撮像装置において、撮像素子のイメージエリアの長辺
位置に光学レンズ部材のカット部分を配置したことを特
徴とする撮像装置。
３３．付記３２において、光学部材のカット部分が配線
部材を接続するための接続部であることを特徴とする。
３４．付記３２において、光学部材のカット部分が液晶
材料注入口であることを特徴とする。
【０１４０】（付記３２～３４の背景）
（従来技術）液晶セルを構成するレンズはＦＰＣの配線
のためのスペースを確保するために、円形から一部カッ
トする必要があった。カット部の位置によっては光学系
の光線高が確保できないためレンズが大型化したり、カ
ット部を小さくすることによりＦＰＣの接続強度が不足
することがあった。
（目的）液晶セルの信頼性向上と小型化を目的として、
付記３２～３４の構成にした。
【０１４１】３５．外部装置と着脱自在に接続され、外
部装置から直流電源が供給される撮像手段を挿入部の先
端側に有すると共に、前記撮像手段を構成する対物光学
系の焦点を変えるための焦点可変機構としての液晶セル
を備えた電子内視鏡において、前記直流電源から前記液
晶セルを駆動する液晶セル駆動回路を前記電子内視鏡内
に設けたことを特徴とする電子内視鏡。
３６．付記３５において、前記外部装置は撮像手段を構
成する固体撮像素子を駆動するビデオプロセッサであ
り、前記直流電源は固体撮像素子に供給される固体撮像
素子電源である。
３７．付記３５において、前記外部装置は撮像手段を構
成する対物光学系の一部の可動レンズを駆動するレンズ
駆動装置であり、前記直流電源は可動レンズを駆動する
モータに供給される電源である。
【０１４２】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、外
部から直流電源が供給される撮像手段を挿入部の先端側
に有すると共に、前記撮像手段を構成する対物光学系の
焦点を変えるための焦点可変機構としての液晶セルを備
えた電子内視鏡において、前記直流電源から前記液晶セ
ルを駆動する液晶セル駆動回路を前記電子内視鏡内に設
けているので、撮像手段を駆動する直流電源等を供給す
る既存のプロセッサからの供給信号の数（コネクタのピ
ン数）を同じにしたまま、例えばＣＣＤ駆動電源やズー
ム駆動電源を利用して電子内視鏡内で液晶セル駆動電源
を生成でき、焦点可変機構を動作させることができる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明の第１の実施の形態の電子内視鏡と既存
のビデオプロセッサを接続した時の構成を示す図。
【図２】挿入部先端に配置された撮像装置の断面図。
【図３】液晶セル駆動回路の回路構成を示すブロック
図。
【図４】液晶セルの概観図。
【図５】液晶セルの構造を示す断面図。
【図６】液晶セルとＣＣＤの位置関係を説明する正面
図。
【図７】観察深度の説明図。
【図８】液晶セル駆動波形の説明図。
【図９】電子内視鏡と第２のビデオプロセッサを接続し
た場合の構成図。
【図１０】変形例における撮像装置の断面図。
【図１１】本発明の第２の実施の形態のビデオスコープ
とビデオプロセッサ及びズーム駆動装置を接続した時の
構成図。
【図１２】観察深度の説明図。
【図１３】液晶セルの外観図及び正面図。
【図１４】変形例の液晶セルの断面図、正面図、及び、
実装状態の断面図。
【図１５】本発明の第３の実施の形態のビデオスコープ
とビデオプロセッサ及びズーム駆動装置を接続した時の
構成図。
【図１６】操作スイッチの説明図。
【図１７】本発明の第４の実施の形態のビデオスコープ
とビデオプロセッサを接続した時の構成図。
【図１８】液晶セル駆動回路の構成を示すブロック図。
【図１９】撮像装置の断面構造等を示す図。 *
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*【図２０】変形例の液晶セルの断面図。
【図２１】さらに他の変形例の液晶セルを構成する両凹
レンズの外観図。
【図２２】液晶セル駆動ケーブルの接続方法の説明図。
【符号の説明】
１…電子内視鏡（ビデオスコープ）
２…挿入部
３…操作部
４…ユニバーサルコード
５…コネクタ部
６Ａ，６Ｂ…ビデオプロセッサ
７…撮像装置
８…対物光学系
９…液晶セル
１０…ＣＣＤ
１０ａ…ＣＣＤチップ
１０ｃ…ＴＡＢテープ
１１ａ～１１ｄ…信号ケーブル
１２…複合ケーブル
１３…液晶セル駆動回路
１４…ＣＣＤ駆動回路
１５…画像処理回路
１８…液晶セル駆動ＳＷ
２１ａ、２１ｂ…レンズ枠
２２…ＣＣＤ保持枠
２９…ＦＰＣ
３７…液晶セル駆動電圧生成回路
３８…液晶セル駆動波形形成回路
３９…焦点位置切換回路

【図１】

【図７】

【図１６】
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【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図８】

【図２０】

【図２１】

【図２２】



(15) 特開２００２－５８６３６

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】
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【図１７】

【図１８】

【図１９】
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